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い
じ
め
・
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
る

労
働
局
へ
の
あ
っ
せ
ん
申
請
が
急
増

中
小
企
業
は
軽
視
せ
ず
早
め
の
対
応
を

社会保険労務士
行 政 書 士 曽我 浩

問
題
社
員
が
こ
と
も
あ
ろ
う
に
パ
ワ
ハ
ラ
を

受
け
た
と
「
労
働
局
の
あ
っ
せ
ん
」
を
訴
え
る

事
例
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

労
働
局
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
は
、
弁
護
士
、
ベ
テ

ラ
ン
社
労
士
が
公
平･

中
立
な
立
場
で
紛
争
当
事

者
の
間
に
入
り
、
当
事
者
双
方
の
主
張
の
要
点

を
確
か
め
、
調
整
を
行
い
、
話
合
い
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
円
満
な
解
決
を
図
る
制
度
で

す
。あ

っ
せ
ん
は
打
ち
切
り
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
多
く
の
場
合
、
金
銭
解
決
で
終
了
し

て
い
ま
す
。

私
（
当
事
務
所
所
長
）
が
経
験
し
た
も
の
で
、

労
働
者
か
ら
の
要
求
が
３
０
０
万
円
と
あ
ま
り

に
も
無
謀
で
あ
っ
た
た
め
、
あ
っ
せ
ん
委
員
の

先
生
が
「
５
万
円
で
ど
う
か
？
」
と
提
案
し
て

く
れ
、
そ
れ
で
解
決
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
は
被
害
者
と
加
害
者
の
言
っ
て

い
る
こ
と
全
く
違
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

被
害
者
か
らLIN

E

な
ど
の
は
っ
き
り
し
た
証
拠

が
あ
り
金
銭
解
決
に
応
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
裁
判
に
な
っ
た
場
合
と
比
べ
る

と
は
る
か
に
少
額
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
間
私
が
実
感
し
た
こ
と
で
、
経

営
者
が
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
に
あ
ま
り
に
も

無
関
心
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
業
側
は
訴
え
る
労
働
者
に
対
し
、
「
変
わ

り
者
だ
」
、
「
お
か
し
い
人
が
多
い
」
、
な
ど

と
言
っ
て
片
付
け
る
の
で
は
な
く
、
さ
し
あ
た

り
で
き
る
こ
と
で
あ
る
就
業
規
則
な
ど
の
規
定

の
見
直
し
と
作
成
、
そ
れ
と
教
育
へ
の
取
り
組

み
を
行
う
べ
き
で
す
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
が
誤
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
同
一
の
労
働
に
は
同
一
の
賃
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
と
い
う
よ
う
に
思
っ
て

い
る
経
営
者
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
一
般
原
則
は
、
法
規
範
と
し
て
日

本
に
も
諸
外
国
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
同
一
労
働
同
一
賃
金
で
大
切
な
こ
と
は
、

期
間
雇
用
労
働
者
、
短
時
間
労
働
者
と
正
社
員

と
の
間
の
不
合
理
な
格
差
を
な
く
す
と
い
う
こ

と
で
す
。
政
府
の
発
表
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

分
か
り
に
く
く
、
労
働
法
学
者
の
間
で
も
評
判

の
悪
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
非
正
規
労
働
者
と
正
規
労
働
者
の
賃
金
格

差
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
増
加
し
ま
す
。
早
め

の
就
業
規
則
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。
特
に
諸

手
当
の
趣
旨
目
的
を
明
確
に
し
、
説
明
で
き
る

よ
う
に
に
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

日
常
の
取
り
組
み
が
決
定
的

非正規 正規

４
月
よ
り
中
小
企
業
に
も

同
一
労
働
・
同
一
賃
金
が
実
施



ここにタイトルが入る

パートタイム・有期雇用労働法が施行されます

令
和
２
年
４
月
１
日(

中
小
企
業
は
令
和

３
年
４
月
１
日)

よ
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
法
な
ど
が
改
正
さ
れ
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
労
働
者
派
遣
法
も
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
に
よ
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
・

有
期
雇
用
労
働
者
・
派
遣
労
働
者
に
つ
い

て
、
以
下
の
3

点
の
内
容
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

同一企業内における正規雇用労働者と非正規雇用労働者の間で、基本給や賞与など
のあらゆる待遇について、不合理な待遇差を設けることが禁止されます。また、職
務内容や職務内容・配置の変更範囲等が正規雇用労働者と同一の場合、差別的取扱
いが禁止されます。

１．不合理な待遇差の禁止

パートにも通勤費は支払わなければなりません

非正規雇用労働者は、正規雇用労働者との待遇差の内容や理由について、事業主に
説明を求めることができるようになります。説明の求めがあった場合は、事業主は
待遇差の内容や理由に関して説明しなければなりません。
また、説明を求めた労働者に対して不利益取扱いをすることも禁止されます。

行政による助言・指導や行政ADRの規定が整備されます。(改正前→改正後)

３．行政による助言・指導や行政ADRの整備

２．労働者に対する待遇に関する説明義務の強化

パートに賞与がない場合 理由を説明できますか

70歳までの就業機会確保 （努力義務）

パート 有期 派遣

行政による助言・指導 ○→○ ×→○ ○→○

行政ADR △→○ ×→○ ×→○

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
人
口
が
減
少

す
る
中
で
、
経
済
社
会
の
活
力
を
維
持
す
る
た

め
、
働
く
意
欲
が
あ
る
高
年
齢
者
が
そ
の
能
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
高
年
齢
者
が
活

躍
で
き
る
環
境
の
整
備
を
目
的
と
し
て
、
「
高

年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」

（
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
）
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

※

こ
の
改
正
は
、
定
年
の
70

歳
へ
の
引
上
げ

を
義
務
付
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
１
．
に
つ
い
て
は
、
正
規
雇
用
労
働
者

と
非
正
規
雇
用
労
働
者
と
の
間
に
待
遇
差
が
存
在

す
る
場
合
に
、
そ
の
待
遇
差
が
不
合
理
で
あ
る
の

か
不
合
理
で
な
い
の
か
を
、
待
遇
ご
と
に
明
確
に

判
断
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

※

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
あ
く
ま
で
行
政
に
よ
る
判
断

基
準
と
な
り
、
最
終
的
な
判
断
は
司
法
が
行
う
こ

と
に
な
る
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
す
。

■対象となる事業主
・定年を65歳以上70歳未満に定めている事業主
・65歳までの継続雇用制度（70歳以上まで引き続き雇用する制度を除く）を
導入している事業主

■対象となる措置
次の①～⑤のいずれかの措置（高年齢者就業確保措置）を講じるよう努める必要

があります。

①70歳までの定年引上げ
②定年制の廃止

③70歳までの継続雇用制度（再雇用制度・勤務延長制度）の導入
※特殊関係事業主に加えて、他の事業主によるものを含む

④70歳まで継続的に業務委託契約を締結する制度の導入
⑤70歳まで継続的に以下の事業に従事できる制度の導入
a.事業主が自ら実施する社会貢献事業
b.事業主が痛く、出資（資金提供）等する団体が行う社会貢献事業

※④、⑤については過半数労働組合等の同意を得たうえで、
措置を導入する必要があります。

65歳までの雇用確保

（義務）

７０歳までの就業確保

（努力義務）


